Asymptotic Expansion over Wiener Space by サカモト, ユウジ & 阪本, 雄二
Osaka University













学位記番号 1 2 8 3 0 号
学位授与年月日 平成 9 年 2 月 20 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当



















は，ある正則条件の下で，シュワルツの超関数 T とウィナー汎関数 F の合成関数T ・ F とその平均E[T ・ FJ が定義
できる。さらに， T ・ F を FOのまわりで形式的にテイラー展開すると平均E[T. FJ の漸近展開が得られ，その誤差
























2 章では， 1 章の統計問題への応用として縮小推定量 sZ (s は尺度確率変数， Z は正規確率変数)の漸近展開を与え




3 章では，推定方程式の解として定義される M 推定量の漸近展開について述べている。展開式を得るため，その確
率展開を一般の確率空間上で求め，陰関数である M 推定量の存在条件と誤差項の評価を与えている。また， M 推定量
の確率展開の主要項がウィナー空間上のマルチンゲールである場合にその確率分布の漸近展開を与え，標本が拡散過
程である場合を例としてあげ， 2 つのドリフトについて漸近展開が良い近似を与えることを示している。
以上のように，ウィナー空間上の種々の統計量の漸近展開を与え，確率解析の数理統計学への応用を発展させた本
論文は，独立標本に対する漸近理論を確率過程へ拡張することに寄与するばかりでなく，独立標本において困難な問
題を解決する方法を提示するものであり，博士(理学)論文として価値のあるものと判断した。
